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未利用水産資源から機能性食品を開発した事例であ
る。地元で養殖され大量に廃棄されているハマチ心臓
でも、同じ成分が見つかったことから、こちらについて
地元企業において商品化販売され、地域の活性化に
貢献している。このように、「健康増進」、「未利用残渣
の有効利用」、「地域活性化」と三位一体での地域資
源を活かした取り組み事例と言える。

研究成果の概要

平成22年度愛媛大学産学連携促進事業採択課題

マグロ動脈球の有効性に着目した。動脈球は心臓とエラをつなぐ器官であり、豊富に含まれるエラスチンは肌な
どに対する美容機能があるといわれている。 マグロ動脈球抽出物はヒト型ハイブリドーマHB4C5細胞のIgM産
生を約300 µg/mlの濃度で約6.6倍促進した（図1）。抽出物を精製して活性物質の同定を試みた結果、活性物
質は複数存在し、それぞれエノラーゼ、乳酸脱水素酵素（LDH)、ヘモグロビン、トリオースリン酸イソメラーゼで
あることが確認できた。これらの物質はHB4C5細胞の抗体産生だけでなく、マウス脾臓リンパ球の抗体産生も
促進した。活性物質のうち、LDHのマウス生体内での効果を検討したところ、血中IgA量を用量依存的に促進し
た（図2）。


	スライド番号 1

